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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二次電池に流れる電流の経路上に設けられ、部品の間を電気的に連結する二次電池用コ
ネクティング部品であって、
　一端部の厚さ方向の中心部から突出して形成された第１突出部を備える第１金属プレー
ト；
　前記第１金属プレートから離隔して位置し、且つ、一端部の厚さ方向の中心部から突出
して形成され、前記第１突出部と対向する第２突出部を備える第２金属プレート；並びに
　前記第１金属プレート及び第２金属プレートより低い融点を有する合金材質からなり、
前記第１金属プレートと前記第２金属プレートとの間に位置する合金ブリッジを含み、
　前記合金ブリッジは、その断面が「工」字形状をなす二次電池用コネクティング部品。
【請求項２】
　前記第１金属プレート及び第２金属プレートが、同一平面上に並んで位置することを特
徴とする、請求項１に記載の二次電池用コネクティング部品。
【請求項３】
　前記合金ブリッジの表面が、前記第１金属プレート及び第２金属プレートの表面と同一
平面を成すことを特徴とする、請求項２に記載の二次電池用コネクティング部品。
【請求項４】
　前記第１突出部及び第２突出部が、それぞれの対向面が互いに平行になるように形成さ
れたことを特徴とする、請求項１に記載の二次電池用コネクティング部品。
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【請求項５】
　前記第１突出部及び第２突出部が、それぞれの対向面が互いに逆方向に傾斜するように
形成されたことを特徴とする、請求項１に記載の二次電池用コネクティング部品。
【請求項６】
　前記第１突出部及び第２突出部が、それぞれの対向面が互いに向かって凸状に突出する
ように形成されたことを特徴とする、請求項１に記載の二次電池用コネクティング部品。
【請求項７】
　前記それぞれの対向面が、角張った形状または丸みをつけた形状を有することを特徴と
する、請求項６に記載の二次電池用コネクティング部品。
【請求項８】
　前記合金ブリッジが、スズと銅とを含む無鉛合金材質からなることを特徴とする、請求
項１に記載の二次電池用コネクティング部品。
【請求項９】
　前記スズの含量が、前記無鉛合金の総質量を基準に８０質量％～９８質量％であり、銅
の含量が２質量％～２０質量％であることを特徴とする、請求項８に記載の二次電池用コ
ネクティング部品。
【請求項１０】
　前記無鉛合金が、ニッケル、亜鉛、及び銀から選択された少なくとも一つの追加金属を
更に含むことを特徴とする、請求項９に記載の二次電池用コネクティング部品。
【請求項１１】
　前記追加金属の含量が、前記無鉛合金の総質量を基準に０．０１質量％～１０質量％で
あることを特徴とする、請求項１０に記載の二次電池用コネクティング部品。
【請求項１２】
　前記無鉛合金が、１００℃～２５０℃の融点を有することを特徴とする、請求項１に記
載の二次電池用コネクティング部品。
【請求項１３】
　互いに電気的に連結された複数の単位セル、前記単位セルを収容する外装ケース、前記
外装ケースの外側に突出した外部端子、及び前記単位セルと外部端子との間を連結するバ
スバーを含むバッテリーモジュールにおいて、
　前記バスバーが、請求項１～請求項１２のうちいずれか一項に記載の二次電池用コネク
ティング部品であることを特徴とする、バッテリーモジュール。
【請求項１４】
　複数のバッテリーモジュール及び前記バッテリーモジュールの間を電気的に連結するイ
ンターバスバーを含むバッテリーパックにおいて、
　前記インターバスバーが請求項１～請求項１２のうちいずれか一項に記載の二次電池用
コネクティング部品であることを特徴とする、バッテリーパック。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、二次電池技術に関し、より詳しくは、二次電池の安全性を向上できる二次電
池用コネクティング部品、それを含むバッテリーモジュール、及びバッテリーパックに関
する。
【０００２】
　本出願は、２０１２年０８月０２日出願の韓国特許出願第１０－２０１２－００８４９
４４号、及び２０１２年１２月２１日出願の韓国特許出願第１０－２０１２－０１５０６
００号に基づく優先権を主張し、該当出願の明細書及び図面に開示された内容は、すべて
本出願に援用される。
【背景技術】
【０００３】
　ビデオカメラ、携帯電話、ノートパソコンなどの携帯用電気製品の使用が活発になるに



(3) JP 5930125 B2 2016.6.8

10

20

30

40

50

つれて、その駆動電源として主に使用される二次電池の重要性が高まっている。
【０００４】
　通常充電不可能な一次電池と違って、充放電可能な二次電池は、デジタルカメラ、携帯
電話、ノートパソコン、パワーツール、電気自転車、電気自動車、ハイブリッド自動車、
大容量電力貯蔵装置などの先端分野の開発とともに活発な研究が行なわれている。
【０００５】
　特に、リチウム二次電池は、従来の鉛蓄電池、ニッケル‐カドミウム電池、ニッケル‐
水素電池、ニッケル‐亜鉛電池など、他の二次電池に比べて単位質量当たりエネルギー密
度が高く、急速充電が可能であるため、使用が急増している。
【０００６】
　リチウム二次電池は、作動電圧が３．６Ｖ以上であり、携帯電子機器の電源として使用
されるか、もしくは、複数の電池を直列または並列で連結して高出力を要する電気自動車
、ハイブリッド自動車、パワーツール、電気自転車、電力貯蔵装置、ＵＰＳなどに使用さ
れる。
【０００７】
　リチウム二次電池は、ニッケル‐カドミウム電池やニッケル‐水素電池に比べて作動電
圧が３倍も高く、単位質量当たりエネルギー密度の特性も良好であるため、使用が急増し
ている。
【０００８】
　リチウム二次電池は、電解質の種類によって、液体電解質を用いるリチウムイオン電池
と、高分子固体電解質を用いるリチウムイオンポリマー電池とに区分することができる。
そして、リチウムイオンポリマー電池は、高分子固体電解質の種類によって、電解液を全
く含有していない完全固体型リチウムイオンポリマー電池と、電解液を含有しているゲル
型高分子電解質を用いるリチウムイオンポリマー電池とに区分することができる。
【０００９】
　液体電解質を用いるリチウムイオン電池の場合、殆ど、円筒型や角形の金属缶を容器に
して溶接密封した形態で使用される。このような金属缶を容器として使用する缶型二次電
池は、形態が固定されるため、それを電源として使用する電気製品のデザインを制約する
という短所があり、体積を減らし難い。そこで、電極組立体と電解質をフィルムで製造し
たパウチ包装材に入れて、密封して使用するパウチ型二次電池が開発され使用されている
。
【００１０】
　ところで、リチウム二次電池は過熱する場合、爆発の恐れがあるため、安全性を確保す
ることが重要な課題の一つである。リチウム二次電池の過熱は、様々な原因から発生する
が、その一例として、リチウム二次電池を通じて限界以上の過電流が流れる場合が挙げら
れる。過電流が流れれば、リチウム二次電池がジュール熱によって発熱するため、電池の
内部温度が急上昇する。また、温度の急上昇は、電解液の分解反応を引き起こして熱暴走
現象（ｔｈｅｒｍａｌ ｒｕｎａｗａｙ）を起こすことで、結局は電池の爆発まで起こす
ようになる。過電流は、尖った金属物体がリチウム二次電池を貫通するか、正極と負極と
の間に介在した分離膜の収縮によって正極と負極との間の絶縁が破壊されるか、または、
外部に連結された充電回路や負荷の異常によって突入電流（ｒｕｓｈ ｃｕｒｒｅｎｔ）
が電池に印加されるなどの場合に発生する。
【００１１】
　従って、リチウム二次電池は、過電流発生のような異常状況から電池を保護するために
保護回路と結合されて使用され、保護回路には、過電流が発生したとき、充電または放電
電流が流れる線路を非可逆的に断線させるヒューズ素子が含まれることが一般的である。
【００１２】
　図１は、リチウム二次電池を含むバッテリーパックと結合される保護回路の構成のうち
、ヒューズ素子の配置構造と動作メカニズムを説明するための回路図である。
【００１３】
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　図示されたように、保護回路は、過電流の発生時にバッテリーパックを保護するための
ヒューズ素子１、過電流をセンシングするためのセンシング抵抗２、過電流の発生をモニ
タリングして過電流の発生時にヒューズ素子１を動作させるマイクロコントローラ３、及
びヒューズ素子１への動作電流の流入をスイッチングするスイッチ４を含む。
【００１４】
　ヒューズ素子１は、バッテリーパックの最外側端子に連結された主線路に設置される。
主線路とは、充電電流または放電電流が流れる配線を意味する。図面では、ヒューズ素子
１が高電位線路Ｐａｃｋ＋に設置されている。
【００１５】
　ヒューズ素子１は、三端子素子の部品であって、２個の端子は充電または放電電流が流
れる主線路に、１個の端子はスイッチ４に接続される。そして、内部には、主線路と直列
連結され、特定温度で溶断するヒューズ１ａ、及びヒューズ１ａに熱を伝導する抵抗１ｂ
が含まれている。
【００１６】
　マイクロコントローラ３は、センシング抵抗２の両端の電圧を周期的に検出して過電流
の発生如何をモニタリングし、過電流が発生したと判断すれば、スイッチ４をターンオン
させる。すると、主線路に流れる電流がヒューズ素子１側にバイパスされて抵抗１ｂに印
加される。それにより、抵抗１ｂで発生したジュール熱がヒューズ１ａに伝導されてヒュ
ーズ１ａの温度を上昇させ、ヒューズ１ａの温度が溶断温度にまで上昇すれば、ヒューズ
１ａが溶断されることで主線路が非可逆的に断線される。主線路が断線されれば、過電流
がそれ以上流れなくなるため、過電流に起因する問題を解消することができる。
【００１７】
　しかし、上記のような従来技術は様々な問題点を抱えている。すなわち、マイクロコン
トローラ３で故障が生じれば、過電流が発生した状況でもスイッチ４がターンオンされな
い。すると、ヒューズ素子１の抵抗１ｂに電流が流入しないため、ヒューズ素子１が動作
しないという問題がある。また、保護回路内にヒューズ素子１を配置するための空間が別
途に必要であり、ヒューズ素子１の動作制御のためのプログラムアルゴリズムが、マイク
ロコントローラ３に必ず内蔵されねばならない。従って、保護回路の空間効率性が低下し
、マイクロコントローラ３の負荷を増加させるという短所がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、保護回路が有する過電流遮断機能
とは別に、二次電池自体が過電流遮断機能を有するように具現するために必要な新たな形
態の二次電池用コネクティング部品、それを含むバッテリーモジュール、及びバッテリー
パックを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上記の課題を達成するため、本発明による二次電池用部品は、二次電池に流れる電流の
経路上に設けられて、部品の間を電気的に連結する二次電池用コネクティング部品であっ
て、一端部の厚さ方向の中心部から突出して形成された第１突出部を備える第１金属プレ
ート；前記第１金属プレートと間隙を置いて離隔して位置し、且つ、一端部の厚さ方向の
中心部から突出して形成され、前記第１突出部と対向する第２突出部を備える第２金属プ
レート；並びに前記第１金属プレート及び第２金属プレートより低い融点を有する合金材
質からなり、前記間隙を埋める合金ブリッジを含む。
【００２０】
　前記第１金属プレート及び第２金属プレートは、同一平面上に並んで位置することがで
きる。
【００２１】
　前記合金ブリッジの表面は、前記第１金属プレート及び第２金属プレートの表面と同一
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平面をなし得る。
【００２２】
　前記第１突出部及び第２突出部は、それぞれの対向面が互いに平行に形成され得る。
【００２３】
　前記第１突出部及び第２突出部は、それぞれの対向面が互いに逆方向に傾斜するように
形成され得る。
【００２４】
　前記第１突出部及び第２突出部は、それぞれの対向面が互いに向かって凸状に突出する
ように形成され得る。
【００２５】
　それぞれの前記対向面は、角張った形状または丸みをつけた形状を有し得る。
【００２６】
　前記合金ブリッジは、スズと銅とを含有する無鉛合金材質からなり得る。
【００２７】
　前記スズの含量は、前記無鉛合金の総質量を基準に８０質量％～９８質量％であり、銅
の含量は２質量％～２０質量％であり得る。
【００２８】
　前記無鉛合金は、ニッケル、亜鉛及び銀から選択された少なくとも一つの追加金属を更
に含むことができる。
【００２９】
　前記追加金属の含量は、前記無鉛合金の総質量を基準に０．０１質量％～１０質量％で
あり得る。
【００３０】
　前記無鉛合金は、１００℃～２５０℃の融点を有し得る。
【００３１】
　上記の課題を達成するため、本発明によるバッテリーモジュールは、互いに電気的に連
結された複数の単位セル、前記単位セルを収容する外装ケース、前記外装ケースの外側に
突出した外部端子、及び前記単位セルと外部端子との間を連結するバスバー（Ｂｕｓ ｂ
ａｒ）を含むものであり、前記バスバーは本発明による二次電池用コネクティング部品で
ある。
【００３２】
　また、上記の課題を達成するため、本発明によるバッテリーパックは、複数のバッテリ
ーモジュール及び前記バッテリーモジュールの間を電気的に連結するインターバスバー（
Ｉｎｔｅｒ Ｂｕｓ ｂａｒ）を含むものであり、前記インターバスバーは、本発明による
二次電池用コネクティング部品である。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明によれば、保護回路が正常に作動せず二次電池に過電流が流れる場合、二次電池
に流れる電流の経路上に設けられた二次電池用コネクティング部品が迅速に破断されるこ
とで、二次電池の使用上の安全性を確保することができる。
【００３４】
　また、本発明によれば、二次電池用コネクティング部品の適用に伴う抵抗上昇を最小化
することができる。
【００３５】
　また、本発明によれば、二次電池用コネクティング部品が比較的に厚い部品として適用
される場合にも、過電流に対する安全性を十分確保することができる。
【００３６】
　本明細書に添付される次の図面は、本発明の望ましい実施例を例示するものであり、発
明の詳細な説明とともに本発明の技術的な思想をさらに理解させる役割をするため、本発
明は図面に記載された事項だけに限定されて解釈されてはならない。
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【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】バッテリーモジュールと結合される保護回路の構成のうち、ヒューズ素子の配置
構造と動作メカニズムを説明するための回路図である。
【図２】本発明の実施例による二次電池用コネクティング部品を示した平面図である。
【図３】図２に示された二次電池用コネクティング部品のＸ－Ｘ’線断面である。
【図４】図３に示された二次電池用コネクティング部品が変形された形態を示した断面図
である。
【図５】図３に示された二次電池用コネクティング部品が変形された形態を示した断面図
である。
【図６】図３に示された二次電池用コネクティング部品が変形された形態を示した断面図
である。
【図７】本発明によるバッテリーモジュールを示した斜視図である。
【図８】本発明によるバッテリーパックを示した斜視図である。
【図９】本発明によるバッテリーパックを示した斜視図である。
【図１０】本発明によるバッテリーパックに対する短絡実験結果を示したグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　以下、添付された図面を参照して本発明の望ましい実施例を詳しく説明する。これに先
立ち、本明細書及び請求範囲に使われた用語や単語は通常的や辞書的な意味に限定して解
釈されてはならず、発明者自らは発明を最善の方法で説明するために用語の概念を適切に
定義できるという原則に則して本発明の技術的な思想に応ずる意味及び概念で解釈されね
ばならない。したがって、本明細書に記載された実施例及び図面に示された構成は、本発
明のもっとも望ましい一実施例に過ぎず、本発明の技術的な思想のすべてを代弁するもの
ではないため、本出願の時点においてこれらに代替できる多様な均等物及び変形例があり
得ることを理解せねばならない。
【００３９】
　図２～図６を参照して本発明の実施例による二次電池用コネクティング部品１０を説明
する。
【００４０】
　図２は本発明の実施例による二次電池用コネクティング部品を示した平面図であり、図
３は図２に示された二次電池用コネクティング部品のＸ－Ｘ’線断面図であり、図４～図
６は図３に示された二次電池用コネクティング部品が変形された形態を示した断面図であ
る。
【００４１】
　図２～図６を参照すれば、本発明の実施例による二次電池用コネクティング部品１０は
、第１金属プレート１１、第２金属プレート１２、及び合金ブリッジ１３を含む。
【００４２】
　第１金属プレート１１及び第２金属プレート１２は、薄板状の金属であり、間隙を置い
て同一平面上に並んで位置する。
【００４３】
　第１金属プレート１１は、その一端部の厚さ方向の中心部から突出して形成された第１
突出部１１ａを備え、第２金属プレート１２は、その一端部の厚さ方向の中心部から略垂
直方向に突出して形成される第２突出部１２ａを備え、第２突出部１２ａは第１突出部１
１ａと対向する。
【００４４】
　突出部１１ａ、１２ａの高さＨ及び幅Ｗは、二次電池用コネクティング部品１０の電気
伝導性、過電流に対する安全性（破断容易性）、及び引張強度のような特性に影響を及ぼ
す。
【００４５】
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　例えば、合金ブリッジ１３が形成される幅、すなわち、接合領域Ａの幅を一定に固定し
たとき、高さＨが増加するにつれて、部品が有する電気伝導性は良好になる一方、過電流
に対する安全性及び引張強度は低下する。同様に、接合領域Ａの幅を一定に固定したとき
、幅Ｗが増加するにつれて、部品が有する電気伝導性は低下する一方、過電流に対する安
全性及び引張強度は向上する傾向をみせる。
【００４６】
　別の観点から、一対の突出部１１ａ、１２ａ間の距離を一定に固定したとき、高さＨが
増加するにつれて、部品が有する電気伝導性は減少する一方、過電流に対する安全性及び
引張強度は向上する。同様に、一対の突出部１１ａ、１２ａ間の距離を一定に固定したと
き、幅Ｗが増加するにつれて、部品が有する電気伝導性は向上する一方、過電流に対する
安全性及び引張強度は低下する傾向をみせる。
【００４７】
　これは、金属プレート１１、１２を成す金属が、合金ブリッジ１３を成す合金に比べて
、電気伝導性はより良好である一方、融点は数段高く、且つ延性（ｄｕｃｔｉｌｉｔｙ）
は劣る特性を有するためである。従って、突出部１１ａ、１２ａの高さＨ及び幅Ｗを適切
に調節することで、優れた物性を有しながらも、過電流が流れる場合に迅速に破断できる
二次電池用コネクティング部品１０が得られる。
【００４８】
　突出部１１ａ、１２ａのそれぞれの対向面Ｓ１、Ｓ２は、多様な形態で形成され得る。
すなわち、対向面Ｓ１、Ｓ２は、金属プレート１１、１２の長手方向に対して略垂直にな
る平面形態を有しながら、互いに平行であるか（図３参照）または互いに逆方向に傾斜す
るように（図４参照）形成され得る。また、対向面Ｓ１、Ｓ２は、互いに向かって略凸状
に突出した形態を有しながら、角張った形状（図５参照）または丸みをつけた形状（図６
参照）を有するように形成され得る。
【００４９】
　なお、本発明では、図２～図６に示された構造を挙げて、突出部１１ａ、１２ａのそれ
ぞれの対向面Ｓ１、Ｓ２の形状を説明したが、本発明がこれらによって限定されることは
ない。すなわち、対向面Ｓ１、Ｓ２は、互いに同一方向に傾斜するか、金属プレート１１
、１２の内側方向に凹状に凹むか、または、山と谷が繰り返す形状のように多様な形態に
形成され得る。
【００５０】
　金属プレート１１、１２は、銅（Ｃｕ）またはアルミニウム（Ａｌ）材質からなること
が一般的であるが、これらによって本発明の金属プレート１１、１２の材質が限定される
ことはなく、多様な伝導性金属材質からなり得る。
【００５１】
　材質の種類は、金属プレート１１、１２と結合される部品の材質によって変わり得る。
すなわち、金属プレート１１、１２の材質は、結合される部品の材質と同一材質からなる
方が、溶接性の向上及び接触抵抗の最小化に有利である。結合される部品の材質によって
、第１金属プレート１１と第２金属プレート１２とが、相異なる金属材質からなることも
可能であることは勿論である。
【００５２】
　合金ブリッジ１３は、金属プレート１１、１２より低い融点を有する合金材質からなる
ものであって、金属プレート１１、１２の間に形成される間隙を埋める。二次電池用コネ
クティング部品１０に過電流が流れる場合、合金ブリッジ１３が迅速に溶融できるように
、合金ブリッジ１３の表面は、第１金属プレート１１及び第２金属プレート１２のそれぞ
れの表面と同一平面を成すことが望ましい。
【００５３】
　合金ブリッジ１３を成す合金は、金属プレート１１、１２の融点より低い約１００℃～
２５０℃の融点を有し、スズ（Ｓｎ）及び銅（Ｃｕ）を主成分として含み、環境及び人に
有害な鉛（Ｐｂ）を含有しない無鉛合金からなる。
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【００５４】
　合金ブリッジ１３を成す合金の融点範囲は、遮断しようとする過電流のレベルを考慮し
て設定される。合金の融点が１００℃より低ければ、二次電池用コネクティング部品１０
が適用された二次電池に、正常な電流が流れる場合にも、合金が溶融する恐れがある。ま
た、合金の融点が２５０℃より高ければ、合金が迅速に溶融しなくなるため、過電流を効
果的に遮断できなくなるという問題点がある。
【００５５】
　合金成分のうちスズは、合金の融点と引張強度に影響を及ぼす。合金が、約１００℃～
２５０℃範囲の融点を有しながらも良好な引張強度を有するように、スズの含量は約８０
質量％以上、望ましくは８５質量％～９８質量％の範囲に調節される。銅は、合金の電気
伝導度を向上させる機能をし、このような機能を鑑みて、銅の含量は約２質量％～２０質
量％の範囲に調節され、望ましくは約４質量％～１５質量％の範囲に調節される。ここで
、質量％は、合金ブリッジ１３を成す合金の総質量を基準にした単位である（以下、同一
）。
【００５６】
　上述したように、スズと銅の含量が適切な範囲を有するように調節することで、合金ブ
リッジ１３を成す合金の引張強度を良好にすることができるだけでなく、合金ブリッジ１
３による二次電池用コネクティング部品１０の抵抗増加を数％以内に抑制することができ
る。
【００５７】
　合金ブリッジ１３は、より向上した物性を有するため、スズと銅の他にニッケル（Ｎｉ
）、銀（Ａｇ）、亜鉛（Ｚｎ）などのように電気伝導度に優れた金属を追加合金成分とし
て更に含むことができる。追加合金成分の含量は、合金の全体質量に対して約０．０１質
量％～１０質量％であることが望ましい。
【００５８】
　上述したように、二次電池用コネクティング部品１０は、相対的に伝導性に優れる金属
と低い融点を有する合金とが組み合わされた二重構造を有することで、良好な伝導性及び
過電流に対する迅速な破断性を共に有し得る。
【００５９】
　また、二次電池用コネクティング部品１０は、それぞれの金属プレート１１、１２が厚
さ方向の中心部から突出して形成された突出部１１ａ、１２ａを備えることで、バスバー
またはインターバスバーのように比較的厚い部品として使用される場合にも、ヒュージン
グ（Ｆｕｓｉｎｇ）効果を十分発揮することができる。
【００６０】
　すなわち、二次電池用コネクティング部品１０が厚くなる程、ヒュージングによって完
全破断され難くなるが、突出部１１ａ、１２ａの高さＨ及び幅Ｗを適切に調節して、接合
領域Ａ内の抵抗値を許容可能な範囲内で最大化することで、他の物性（引張強度、電気伝
導度など）の犠牲を最小化しながらも、ヒュージング効果を十分呈することができる（図
３参照）。
【００６１】
　次いで、図７を参照して二次電池用コネクティング部品１０が適用された本発明による
バッテリーモジュールＭを説明する。
【００６２】
　図７は、本発明によるバッテリーモジュールを示した斜視図である。
【００６３】
　図７を参照すれば、本発明によるバッテリーモジュールＭは、互いに直列及び／または
並列で連結された複数の単位セル（図示せず）、単位セルを収容する外装ケース２０、外
装ケース２０の外側に露出された外部端子３０、及び単位セルと外部端子３０との間を連
結するバスバー１０を含む。
【００６４】
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　すなわち、バッテリーモジュールＭは、本発明による二次電池用コネクティング部品１
０が適用されたバスバーを備えることで、過電流を効果的に遮断できるだけでなく、回路
上の抵抗値が過剰に上昇することを防止することができる。
【００６５】
　特に、多数の単位セルが直列で連結された場合、過電流による危険性及び抵抗増加によ
る電力損失が更に大きくなり得るが、突出部１１ａ、１２ａの高さＨ及び幅Ｗが適切に調
節された二次電池用コネクティング部材１０をバスバーとして適用することで、過電流に
対する安定性及び低抵抗性（Ｌｏｗ Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ）を共に確保することができ
る。
【００６６】
　次いで、図８及び図９を参照して二次電池用コネクティング部品１０が適用された本発
明によるバッテリーパックＰを説明する。
【００６７】
　図８及び図９は、本発明によるバッテリーパックを示した斜視図である。
【００６８】
　図８及び図９を参照すれば、本発明によるバッテリーパックＰは、複数のバッテリーモ
ジュール、並びに複数のバッテリーモジュールを直列及び／または並列で連結するインタ
ーバスバー１０を含む。インターバスバー１０は、互いに接したバッテリーモジュールの
それぞれのバスバーの間（図８参照）または外部端子の間（図９参照）を連結することで
、バッテリーモジュールを互いに電気的に連結する。
【００６９】
　すなわち、バッテリーパックＰは、本発明による二次電池用コネクティング部品１０が
適用されたインターバスバーを備えることで、過電流を効果的に遮断できるだけでなく、
回路上の抵抗値が過剰に上昇することを防止することができる。
【００７０】
　特に、多数のバッテリーモジュールが直列連結された場合、過電流による危険性及び抵
抗増加による電力損失は、上述したバッテリーモジュールＭの場合より更に大きくなる恐
れがあるが、本発明による二次電池用コネクティング部材１０をインターバスバーとして
適用することで、安全性及び低抵抗性を共に確保することができる。
【００７１】
　また、バッテリーパックＰを構成するバッテリーモジュールは、本発明による二次電池
用コネクティング部品１０がバスバーとして適用されたバッテリーモジュールＭであって
もよく、一般的な構造のバスバーが適用されたバッテリーモジュールであってもよい。
【００７２】
　図１０を参照すれば、本発明による二次電池用コネクティング部品１０が適用されたバ
ッテリーパックＰに対する短絡実験結果が示されている。実験は、二つのバッテリーモジ
ュールが連結されたバッテリーパックＰの両端間に短絡を発生させて、二次電池用コネク
ティング部品１０が適用されたインターバスバーが破断する時間を測定する方式で行われ
た。
【００７３】
　図１０のグラフは、短絡が発生することで、過電流が発生した時点（実験開始後、２秒
が経過した時点）から約２秒後に、電流の流れが遮断されたことをみせ、このことから本
発明による二次電池用コネクティング部品１０が、過電流の発生時に迅速に破断したこと
が分かる。
【００７４】
　以上、本発明を限定された実施例と図面によって説明したが、本発明はこれらによって
限定されず、本発明が属する技術分野で通常の知識を持つ者によって本発明の技術思想と
特許請求の範囲の均等範囲内で多様な修正及び変形が可能であることは勿論である。
【符号の説明】
【００７５】
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　　１０　二次電池用コネクティング部品
　　１１　第１金属プレート
　　１１ａ　第１突出部
　　１２　第２金属プレート
　　１２ａ　第２突出部
　　１３　合金ブリッジ
　　２０　外装ケース
　　３０　外部端子
　　Ｓ１、Ｓ２　対向面
　　Ｍ　バッテリーモジュール
　　Ｐ　バッテリーパック

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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